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を中心に整理 ･紹介す ることに しよ う.
まず,は じめに,2007年度 日本農業経済学会
で行われた大会報告 ｢経済 グローバ リゼーシ ョン
と農業一束アジア経済圏連携の可能性- ｣を取 り
上げていこう.WTO の停滞が続 く一方で,FTA
が錯綜す るとい う今 日の国際貿易交渉において,
国際市場の 自由化の要請に応 えつつ,また東アジ
ア地域 との共存を図 りなが ら,日本農業の持続的
発展の可能性 を追求す るこ とを 目的に した大会
報告 となっている.その構想のひ とつ として,東
アジア経済連携があげ られ,先行事例である欧米
の地域経済統合の形成過程 と経験 を検討 しなが
ら,日本が果たすべ き地域経済統合のあ り方につ
いて,多角的な視点か ら議論が行われた.
第 1報告 ｢WTO･FTAの潮流 と農業一新たな
構図を展望-｣(鈴木宣弘 :東京大学)では,国
際貿易が経済発展 に果 たす役割 の大 きさを認識
し,産業界の利益や安価 な食料による消費者の利










第 2報告 ｢欧州経済統合 と関連の経済,通貨!
農業･農村政策の史的 レビュー｣(遠藤保雄:FÅo)
では,独仏が歴史的な対立関係 を克服 しなが ら,
経済統合 を推進 し,EUの形成 を主導 してきた過
程,な らびに,その統合過程において,共通農業
政策 (CAP)が重要な役割 を担 ってきた経緯など
が分析 された. CAPを軸 とす る経済統合の背景
には,加盟各国間に存在す る農業生産力や農産物




に必要 となる政策課題 が浮 き彫 りになった.




物貿易関係 に焦点をあてなが ら,EU とは異なる
地域経済統合の様相 について,分析がなされた.
労働力,財,資本の 自由移動 と経済格差の縮ノ｣､を








との FTA 交渉か ら見えて くるもの-｣(福井清
- :神戸大学)においては,東アジア経済圏連携
を実現す るための,より具体的な規定要因の検討







きいために,厳密 な意味での FTA が締結 され る
見通 しは低い として,日本農業-の直接的影響 も,
当面は軽微 な ものにな る可能性 が高い と論 じら
れた.
4報告に対す るコメン トお よび合同討論では,










対比か ら地域経済連携の在 り方が模索 されたが,
それを受けた形で,東アジアの中核に位置する日
本 ｡中国 ･韓国について,農業構造,貿易構造,
そ して各国における農業の位置づ け等 を具体的
に議論する 日中韓シンポジウム ｢東アジアの農産




















第 1報告 ｢アメ リカ中西部における農業構造の
変化 と農業 自由化｣(中野一新 :大妻女子大学)
では,WTO･NAFTAによる米系アグ リビジネス





















降,価格政策か ら所得政策- と転換 した 日本農政








低の食料 自給率を示す 日本 とい う好対照をなす 3





世界的に生産が拡大 し注 目を集 めているバイオ




状況がより鮮明 とな り,特に,①WTO･FTA と
の関係性,②東アジア共同体の可能性,③小規模
家族経営農業の縮小傾 向 といった論点が提示 さ
れ ることになった といえよう.つま り,農業はも
はや一国内 ｡一産業 レベルで検討することが不可
能であ り,国際貿易ルールや製造業,金融 ･サー
ビス業 といった他産業 との連関を考慮 して,自ら
を位置づけざるを得ない状況にあることが見出









のも,｢共通性 ｣ の抽出過程 において捨象 され る
差異にこそ,つま り,自由貿易体制の形成のため
に経済合理性 を追求す る過程 において省 かれ る
農業の地域的制約性にこそ,各国にとって ｢最適
な｣農業 ･農村を再構築す る契機が潜んでいると
いえるからである.
(京都大学大学院)
